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银

十

八

卷(

四m
l
)

雜

錄

龙

那

工

業

の

瑪

狀

就
''

で

第
i

1
!  <

m

支

那

工

業

の

现

狀

に

就

て

(
1

一)

及

恒

忠

:

木
文
は
前
就
'̂

ホ
く
る
も
の
じ
し
て
，能
ふ
眼
づ
原
文
の
結
桃
に
沿
ひ 

た
れ
ど
も
、圓
爽
播
入
の
位
置
並
に
之
が
眺
明
に
開
す
ろ
辭
何
は
適
焚
，
 

條
删
収
抬
如
へ
，た
づ
。鼓
に
諫
察
を
請
ふ
：

.

:

自

動

發

展

時

期

民
國
元
年
ょ
リ
十
年
に
至
り
て
、
政
報
兵
银
年
に
之 

れ
無
き
は
-無
ぐ
、
淸
末
の
*
紫
獎g

政
策
を
舉
げ
て
盡 

ぐ
之
を
破
壊
し
、
以
て
繼
纖
せ
し
め
た
る
も
の

他f
し
。
 

各55̂

の
取
人
官
史
は
特
に
其
®
,内
の
賞
業
，を
保
護
し
能 

は
ざ
る
の
み
な
ら
旦
つ
-之

に

加

ゆ

る

に

，制

剝

摧

瘦 

を

以

て

す

。

兵

⑩

の

却

掠

、

官

吏

.の

敲

詐

> 
幾V

ぃ
相
習
‘
 

ひ
て
風
を
成
し
、
之
を
受
.く

る

者

亦

同

じ

く

侍

可 

ら
ざ
る
の
天
災
ご
視
た
み
，故
に
政
府
の
賞
聽
じ
對
待 

す
を
態
度
が
與
え
た
る
影
響
に
就
て
‘言
は

ん
かf

,'過
夫

は
歐
洲
戰
爭
初
め
て
起
ら
や
る
に
园
ら
跌
落
し
て
三
億 

五
タ
千
六
百
萬
雨
に
至
.タ
し
も
プ
以
後
は
即
ち
逐
年
增
加 

し
"
歐
戰
終
は
れ
る
の
湖
に
声
な
て
も
皆
民
國
ニ
年
の 

舊
湖
を
越
過
し
た
-
。̂
，
此

時

期

に

，當

タ

て

國

內

の
！
！

要 

は
未
だ
得
て
減
少
せ
ざ
.TV

し
か
ぱ
、
國
內
卞
場
に
對
す 

,る

供

給

の

敏

乏

當

さ

に

輸

出

す

可

き

货

物

の

增

加 

は
共
に
本
國
のH

業
に
依
®

せ
ざ
る
可
ら
ざ
ヶ
き
。

, 

-宣

な

，み

か

な

此

時

國

内

賞

業

の

進

步

，は

1

日
千
里
な
ら 

し
な
ね
。
故
に
民
國
三
年
ょ
ヴ
七i

f

じ
至
る
五
年
の
間
、
' 

H

場

の

成

立

を

受

錄(

註
®)

：I
し
だ
る
者
他
の
時
期
に 

較
ら
ぺ
I
:て
多
數
と
す
。
此
れ
誠
に
关
與
の
機
に
し
て
、 

染
レ
で
上
下
心
を
一
' 
ウ
.に
し
、
，力
を
併
せ
ヤ
之
に
赴
き 

た
ら
ん
に
は
"
未
だ
踏
て
日
本
の
坐
し
て
漁
人
の
利
を 

收
..む
.る
.力
如
き
を
.不
可W

.

せ
す
、
'自
ら
.：暴
襄
に
：

pl

ず
る
，
 

が
如
き
こ
ご
無
か
ら
し
な
.

ん̂
0:
然
る
ね
第
二
次
革
命 

の
後
之
に
職
ヶ
に
觉
坎
の
稱
命〜

安
徽
商
織
の
交
鋒
を 

以
て
し
，
民
に
寧
日
無
くr

,

安
く
ん
：ぞ
生
息
敎
養
の
暇

六
十
年
の
中
ち
淸
末
の
九
ヶ
年
は
黄
金
時
代
に
し
て
、
 

民
國
の
十
ヶ
年
は
購
黑
時
代
た
り
。
是
れ
當
局
激
の
衆 

不
货
に
ょ
ら
て
分
か
れ
た
る
所
、
國
體
を
闕
係
あ
る
な 

し
。
吾
人
共
和
を
酷
.愛
す
る
ご
雖
も
、
其
講
を
用
ゆ
る 

所
無
き
な
.：̂
。
幸
に
し
て
歐
洲
戰
爭
發
生
し
，
歐
米
の 

商
品
は
.來
源
斷
絕
し
> 
遠

東

：
の

商

業

に

從

事

せ

る

者

亦 

國
に
歸
り
て
戎
に
從
ひ
、
日
本
商
品
又
ニ
ナ
一
ヶ
條
の 

要
求
を
以
て
國
人
の
排
を
受
く
。
t 
>
に
於
て
支
$ 

の
‘

H

業
.は
+
載
逢
：ふ
離
&

自
動
發
；

g

の
機
會
を
得
た 

&
。
試
は
輸
出
入
統
に
就
て
之
を
觀
る
に
、
段
®
ニ 

年

(

.一
九1

三
年)

の
輸
入
總
湖
は
五
億
七
千
餘
腐
雨 

に
レ
て
、
次
報
は
五
億
六
チ
九
百
餘
寓
雨
な
.

卸
に 

し
て
歐
戰
赂
ぱ
減
し
た
る
じ
：因
な
、
K
國

ギ

(
j

九 

1

五)
ば
は
.跌
落
：じ
て
四
®
五
千
四
腐
雨
に
至
.

TV、

約
五 

分
の1

を
減
じ
"
歐
戰
終
は
れ
る
の
期
に
狂
.
て
も
来 

だ
段
國一.

1年
の
奮
観
に
復
せ
ざ
ら
^
3。̂
f
t
f
f
l
は
民
國1

f 

年
に
在̂

い

て

は

總

額
0
億

着
S
ぼ

歡

雨

にし
て

，
>

 

次

や
あ
ら
ん
。
惟
だ
少
許
の
通
商
ロ
岸
のH

業
、
外
人
の 

庇
蔭
を
藉
タ
て
尙
は
自
由
に
發
展
し
、
默
洲
戰
爭
め
输 

潤
に
沾
ふ
を
得
な
レ
し
の
み
。
日
本
の
軟
戰
に
因
ら
て 

造
成
せ
るI

百
翦
赏
翁
は
千
ぽ
を
以
て
計
か
る
に
視
れ 

ぱ
、
相
去
る
こ
，

/J

道
里
を
以
て
計
か
る
可
ら
ざ
る
•な

歐
戰
魄
ゆ
終
ら
て
臉
象
即
ち
生
じ
た
b
。
九
、
十
の 

雨
年
は
賞
に
支
那
工
業
の
恐
懦
時
代
を
爲
す
。
製
織H

 

廠
は
積
貨
山
の
如
く
、人
過
ぎ
る
，も
間
ふ
無
く
、
爐
をg

 

じ
機
を
停
む
る
に
至
タ
、
妨
續H

場
は
經
费
大
に
し
て 

多
ぐ
は
利
な
く
、
上
海
數
十
年
来
の
三
大
油
嚴
も
算
に 

同
年
倒
閉
し
、
其
：

g

の
工
業
も
亦
皆
消
沈
せ
レ
。
歐
戰 

に
因
な
て
富
を
政
し
，た
る
實
業
家
に
し
て
營
業
失
收 

し
、
重
ね
て
旋
湯
に
入
ら
た
る
者
> 
乃

ち

時

に

-聞

く

所
 

あ
ら
た
b
。

支

那

の

H

業
が
戰
带
參
加
ょ
り
得
た
る
の 

利
に
し
て
、
能
く
永
久
に
存
狂
し
*
花
：の
一
現
た
ら
ざ

し
者
は
、
甚
だ
少
な
き
を
竊
か
に
恐
る
、
な

厳

十

へ

態(

四
ニ
ミ〕

：

0

錄

N
支
那
ェ
纖
ゆ
明
狀
に
就
て

第！！！

猿

f
1

九



f
 

(

四 n
S
D

 

0 

0 

0
s
0
i
^

失
れ
戰
後
のH

業

恐

懷

は

来

、

日
：皆

之

を

有

L
、
專 

ご
す
.る
に
.足
ら
や
。
同
か
ら
ざ
る
；も
の
は
、
k
球
ょ 

後
展
甚
し
き
に
過
ぎ
"
勞

銀(
H

資)

f

に
過
ぎ
た 

る
を
以
て
> 
繼
纖
す
る
に
離
く
、
收
束
ず
可
ら
ざ
；<̂
の 

勢
あ
か
。
支
那
の
T
:業

は

本

來

：發

展

に

限

：あ

ら

、
勞

銀 

も
亦
遠
く
米
日
の
增
高
せ
る
.に
如
か
ザ
、

• 

j

方
徒
ら
にj 

市
揚
の
外
國
货
物
増
加
.せ
し
を
以
て
霞
要
ざ
市
價
.ご

は； 

皆
減
じ
、
遂
に
不
振
を
形
ら
は
し
だ
る
な
ひ
。
其
中
：̂

一
 

:
‘

一

部
分
は
賞
は
投
機
事
衆
の
影
響
受
け
た
.る
も
の
な
.一.

CS 

\ 

5̂」

雖
も
"
然
か
も
X
葉
の
根
本
に
t
て
動
搖
ず
れ
ぱ
必
„
 

す
其
能
力
は
恃
久
す
る
能S

ず
>
.
鯽
ヶ
投
機
を
貴
む
る 

を
得
ざ
る
な
ら
。
故
に
本
、.S:

の
恐
憐
は
常
に
®
な
る 

も
S
ら
く
衰
ふ
ゆ
象
に
し
て
、
支
那
の
恐
惱
は
暫
ら
く 

盛
な
れ
ご
も
復
た
衰
ふ
の
象
な
.
。̂
試
に
九
年
度
の
軸
.
 

外
資
易
に
就
て
之
を
m

へ
ば
、
、輸
入
は
前
年
に
比
被
し 

.てyK

分
の 

一
s
r
^
v
過
'ま

六

十

举

中

最

高

の

额

を

一

： 

め
し
ね
ケ
し
が
ツ
輸
邸
は
反
て
前
ザ
に
較
ら
ぶ
る
に
六

鶴fr

擁

0

i

就
て分

の
1
を
滅
じ
^
^
1
 

本
期
中
政
府
のH

衆
對
す
る
施
設
は
少
許
の
官
制 

變
更
め〜

た
る
f
e除
け
ぱ
，
> 
竟

に

政

策

の

言

ふ

可

.
^
も 

な
し
0
民
國T!

!银
張
赛
農
商
部
に
長
ね
る
の
時
、
其
の 

『

棉
鐵
政
策i

 

.5̂:.

宣
怖
し
V『

工
業
保
思
費
章
趣』

(

エ 

業
獎
勵
0
爲
め
政
府
に
於
て一

定
の
期
間
內
，
特
定
の 

資
本
利
^
fを̂
補
給
す
る
旨
を
定
め
た
る
规
糖)

を
足
め 

て
製
造
を
提
唱
し
V 
ニ
千
萬
无
を
以
て
其
某
金
に
擬
し 

た
*
。̂
赏
特
耳
卸1

新
- 

'
頗
る
朝
氣
あ
.

TV

ね
ひ
し
も
- 

幾
く
も
な
く
し
て
張
氏
は
袁
が
帝
制
を
謎
圖
し
れ
る
に 

因
6
て
職
を
安
ら
.、
棉
鐵
政
策
亦
陳
迹
ビ
f

ぬ
。
民 

國
五
年
袁
氏
の
帝
制
將
さ
に
成
ら
ん
ご
し
、
好
を
國
民 

に2!̂
ら
は
さ
ん
ビ
欲
じ
、
政
府
財
政
®
難
の
際
に
當
ヶ 

た
^
に
も
拘
ら
ず
.
> 
預
算
中
に
覚
にg

工
業
振
典
資
金 

j

千
五
百
元
を
列
し
た
.

=N。

然
る
R
雲
海
義
を
路
し
、

袁
未
だ
帝
た
ら
や
t
て
死
し
> 

腕

謂『

振
奥
商
工
業
資 

金』

i
亦
帝
制
を
？
-
に̂
同
じ
く
減
じ
、
條
旺
の
執

者
此
を
紙
上
空
談
の
預
算
に
並
ら
ぶ
る
こVi

す

ら

亦

再

な

-
。̂
實
業
界
自
ら
刑
す
る
も
の
は
妨
績
業
：

2̂

 

r

全
國 

び
聞
く
可
ら
ざ
る
に
至
タ
ね
.

SV。

民
間
の
提
唱
事
紫
は
妙
廠
一
覽
求』

あ
る
，の
み
に
し
て
、
此
外
間
ま
見
ら
る 

た
い
民
國
十ai-

に
上
海
の
商
總
會
が
設
立
し
ぬ
を
商
品
，

、
も
の
は
火
抵
誉g

新
聞
に
散
見
せ
.る
も
の
な
レ
。
外 

陳
列
所
あ
る
の
み
。
設g

收
羅
皆
國
中
の
僅
か
に
見
る
人
刊
す
る
所
の
者
は
英
文
のT

h
e

 

C
h
in

a

 

Y
e
a
r  

Bo
o
k
 

所
。
元
ょ
&

『

南
洋
勸
衆
會』

.
の
如
く
規
模
®
大
な
るI

あ
I

已
に
出
し
て1

九
ニ
ニ
银
に
至
る
。
日
本
人
與 

能
は
す
ざ
雖
も
"
，然
か
もi

つ
は
官
辨
に
.

4

て

！
ウ

ふ

る

所

の

『

支
那
ギ
鑑』

は
僅
に
出
し
て
第
三
囘
に
至 

は
商
力
に
出
で
、

一
つ
はM

期の觀覽に供し、
一
ウ
れ

"V」

も

{
第
四
岡
の
も
の
あ
ら
收
羅
の
宏
く
i
は
れ 

は
隨
時
り
*
®考
に
®
ふ
ふ
も
の
に
し
て
性
廣
魄
に
異
れ
る
日
人
の
ギ
紘
英
文
に
勝
さ
る
に
似
た
り(

譯
者
は
反 

t
 
:日
を
同
じ
ぅ
し
て
語
ふ
可
ら
ざ
る
な
ヒ
’ 

j 

.對
に
觀
察
す
>
o惟
だH

業
に
關
す
る
も
の
は
仍
は
多
く 

M

三
"
新
工
業
の
統
評
ス 

一
農
商
統
計
を
轉
錄
せ
ひ
。
外
人
の
那
エ
梁
を
論
ず
る 

V

 

T
M
0
.
統
計
は
‘

H

業

の

數

量

的

藤

史

ね

タ

。

最

近

五

，の

#
も
亦
日
本
人
著
は
す
所
を
以
て
詳
盡
爲
す
。r

支 

.十
ギ
に
於
け
る
支
那H

業
$
碰
衰
を
.研
究
せ
ん
ぶ
欲
せ
•
那
.の
.

H

業i
『

最
近
支
那
雜
濟』

(

善
住
永
助
著)

、
5

那 

ぱ
、
.自
，ら
其
統
.計
を
知
ら
ざ
ぁ
可
ら
#
。
惜
ゐ
か
な
吾
一
のH

業
ご
原
料』

及
.
乂
經
请
大
全』

等
の
如
し
。
典 

駒
の
統
計
事
業
は
.尙は幼#
時
代
に
在
レ
デ
政
庶
の
刊
收
羅
宏

W
に
し
て
西
人
圓
ょ
及
ぶ
能
は
す
\
支
那
人 

行

せ

る

所

は

惟

だ

『

農

商

統

：評

』
(

農商部出版す

)

あ
も
亦
如
か

’ざ

る

こ

ご

®

だ

遠

き

を

自

A
知
れ
る
な
ら
。 

る
の
.'み
。
し
か
も
僅
に
出
し
て
第
五
次
，に
至
ね
、
調

査

五

十

年

の

統

計

.を
求
む
.る
に
至
&
て
は
、
た
，
海
關 

手
繊
又
完
傭
せ
す
、
據
♦
て
信
史
爲
す
U
足
ら
ざ
る
報
告
の
輸
出
入
統
計
に
就
き
五
十
银
來
めH

,
®

衰
を 

第
十
八
卷(

，四
i

)

雜

錄

ま

邪

H

I
棟
狀11

就
て 

第
i
 

. ニ
ニ



部

十

八

卷(
S

H
O

維

：

錄

器

工

業

の

霞

に

桃

て

 

0

0
 

二

三
 

略

ぱ

窺

ひ

得

る

の

み

。
束

篇

は

其

重

，要

な

る

も

の

を

，撰

.：(

_) 

X
厥

設

立

赏(

工
業
會
社)

び
て
之
れ
を
述
へ
た
&
。
故
を
温
ね
ザ
を
知
\

往

を

™

新H

業
の
盛
衰
を
代
表
す
る
に
最
も
足
る
も
の
は
、 

察
し
來
る
を
知
ら
、
以

て

工

業

の

進

歩

を

求

め

ん

と

せj

每
年
設
立
せ
ら
る
、
工
廠
數
に
如
く
は
莫
し
。

た

>
此 

ぱ
必
す
や
過
去
の
統
計
を
研
究
し
て
其
成
敗
の
因
を
得I

種
統
：計
は
全
國
の
遺
算
な
き
を
，求

め

ん

、、

」

欲
す
る
も

亦 

可
き
な
り
。
此
の
理
明
な
る
：こ
ご
甚
し
、
«
だ
.願

ふ

ら

一

得

難

し

。
註

冊

(

登
錢)

せ
る
工
廠
に
至
ね
て
は
農
商 

:
く
は
吾
國
赏
業
闇
體
早
く
此
事
に
着
手
し
、

日
本
人
を

.
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ぁ
.る
を
以
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す
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越
姐
代
課
せ
し
む
る
勿
か
ら
ん
こ
ご
を
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に
下
の
ぐ
し
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傭
考
譯
卷
日
ふ
，律，

r

行
目
の
全
國H

厥
数
は
本
文
中11

逃
べ
ら
れ
た
ろ
如
く
民S

元
年
の
錢
商
統
計
に
著
卷
が
収
抬
か
お
へ 

た
る
も
の11

し
て
，
.第U

行
‘目
の
全
纖
工
廠
败
は
民
國
五
.审
俊
の
殷
商
統
計
な
り
。

广

，
表

：

0-

第

1

行
の
全
國H

廢
嗽
立
年
別
は
、
{民
國
元
年

\

十
五
に
岐
ら
ぶ
れ
ぱ
> 
民
國
元
年
ょ
タ
五
年
に
至
る
五 

，度
の
農
.商
統
詠
に
就
き
其
.矛
盾
せ
る
：處
を
改
正
し
> 
耳

\

ヶ
年
に
.於
て
閉
鶴
し
た
るH

厥

は

：、

其

數

七

千

八

S

,
 

‘CV

ニ
年
以
後
四
ヶ
年
じ
於
け
る
每
年
の
新
工
廠
を
附
け
，\

八
.ご
な
る
：可
し
。
則
ち
每
年
平
均1

千
五
ぼ
\
十
の
エ 

加

，
へ

て

編

成

し

た

而

し

て

，
元

ギ

以

前

に

閉

館

せ

る

‘ \

厥

が

閉

鎖

じ

，
た

る

m
j
£

な
々
、
遠
ぐ
每
每
成
立
の
新H

 

H

廠
數
は
皆
其
内
に
在
ら
す
0
,
: 

•

厥
數
に
過
ぎ
力
り
。
此
數
.に
し
て
果
な
し
て
確
賞
な
ぉ 

第】 J

行
は
段
國
五
ネ
調
査(

農
商
部
の)

の
エ
厳
成立

，' 

ざ
す
れ
ぱ
V
支
那
の
工
業
死0

率(

每
年
閉
鎖
す
る
エ
摩 

年
別
に
し
て
、
其
總
數！

萬
六
千
九
百
五
十
七
な
b
今

の

千

分

率

)

ぱ
必
や
や
大
な
り
。
ね
農
商
統
計
中
矛
盾 

^
^
}を
元
年
度
の
農
商
部
調
’森
の
總
軟
！1

萬
四
千
七
，百
六
せ
る
處
甚
だ
多
し
。
例
へ
ぱ
民
國
元
年
度
調
査
工
廠
の 

•第
十
八
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1
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七〕

1

離
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峰
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業
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狀
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就
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ニ
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狀

に

嫌

デ

第

十

八

怨

(
t
m
,

八)

雜

缴

文

部

H

業
み
現
-狀
に
‘就
て

.ゆ
中
ち
光
緒
：三
十
年
に
成
立
し
'
る
も

0

は
-、
凡
そ:

一
 

千
零
！

】
一
十
九(

前
撒
第一

表
第1

行
の
數
字
，ぶ
異
る
.所 

以

は

：著

者

が

先

き

に

咐

養

し

だ

る

：
が

細

，
、
著

者

自

身

が
 

農
商
綺
针
に
改
H
を
加
へ
た
る
爲
な
り)

な
る
に
、
民
國 

ニ
年
度
の
調
森
は
反
て
糖
し
て1

干
： }
， ;

百
六
十
六
，

V
J

し 

た
レ
。M

に
死
減
せ
るH
廠
復
活
す
る
の
理
：1

な.e 

ば
、
' 必
ボ
斑
域
元
年
の
調
査
の
周
か
ら
ざ
る
爲
め
な
，.る 

z

i

m

L

O故

に

前

述

：
の

統

許

ぱ

僅

に

.
^
考

の

用

に
 

供
す
可
く
未
だ
據
て
定
論
を
爲
す
に
足
ら
ざ
を
な
が
0 

.

中
の
：敏
三
行
は
侮
年
驻
服
：̂
るg

银
数
に
レ
て
- 

-第
四
行
は 
辟t

註
®

せ
る
公
司
：，C
T
;
紫
愈
社
以
外
の
會 

肿
を
日
ふ)

み
總
數
な
り
。
：
其
趣
勢
は
左
記
第j

圓
に 

觀
る
こ
.ご
を
将
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

先
緒
二
十
年
ょ
り
ニ
十
八
，年
に
至
る
間
は
外
國
人
興 

業
の
時
期
に
しv^、

‘侮
年
め
±

服
數
甚
だ
少
し
。
' 二
十 

-

九
年
ょ
：み
宣
統
三
年
に
：率
る
輒
はH

業
發
展S

'

厳j

峰 

ご

爲

す

。
，
三

十

1
1

年
及
三
十
三
年
に
盛
に
し
て
、
三
十

! 

ニ
四

西
年
；̂
至̂
.ら
稍
々
衰
へ
た
.ゎ
；。
..蓋

し

光

緒

母

乎

世

を

逝 

き
た
る
の
影
攀
ご
す
。
.宣
統
元
年
復
た
典
起
の
象
あ
.

TV 

て
、
宣
統irf

年

乃

至

民

：國

元

年

に

至

り

て

f
f
iた

衰Y

た 

-
^
0辛

亥

審

命

の

影

響

な

レ

。

•
政

府

.獎

勵

の

時

期

此

に

至

ね

て

終

，ヶ

を

吿

げ

、

工

業 

:

齋
展
の
第
！
 I

崎2.

入
る
。
即
ち
自
動
發
壊
の
時
代
な
ら 

.以

前

の

雨

時

勘

に

狂

な

V

は

、H

厥

®
織

す
K

W
公

司 

總

數

：の

線

ご

は

起

落

大

に

相

應

は

.し
さ
を
政
す
。
即
ち 

.H

業
.の
盛
衰
ど
全
國
實
紫
の
盛
衰
を
は
、
其
趨
勢
大
に 

相
间
じ
き
を
故
し
た
る
な
ら
。
然
る
に
自
動
嚴
S
の
時 

期
に
至
b
て
は
情
形
赂
ぱ
異
れ
タ
Q
卯
ち
工
業
は
民
國 

四
年
に
®
に
し
て(

歐
洲
戰
爭
の
m
li

年
0
に
當
る) 

民
國
七
年
に
衰
へ
た
る
に
.(

歐
洲
戰
停
止
せ

ら

た 

る
：時

に

當

る

)

、
全

國

の

註

册

公

司

は

民

國

四

年

五

：

に 

盛
に
し
て
、
民
國
八
年
九
年
に
至
ら
て
は
乃
ち
大
に
艰 

ご
な
ら
、
幾
ど
尋
常
の
數
に
倍
し
、H

業
ご
完
全
に
背 

馳
せ
め
0
此
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ち
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に
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離

：

路

支

那4

幾
の
明
，狀
に
就

y

讓n !

號

1

三
0

に
依
ら
庫
平
六
錢K

分
七
厘
を
以
て
銀
元
に
換
算
し
た
，
 

>
9 

0ま
中
揭
げ
た
る
も
の
盡
くH

業
會
社
た
る
に
あ
ら 

す
，
表
末
の
交
通
ご
鎭
粟
の
如
き
は
、
固

よ

篇

の
 

,,範
圓
の
內
に
任
ら
ざ
：る
な
シ
。：：

又
雜
業
な
る
嗎
目
は
何 

?

ホ
を
含
む
！
な
り
や
.更

に

.お

る

可

ら

ず

。
：
.
た

い

分

け

た 

る
所
の
時
期
は
比
較
に
甚
だ
便
な
る
が
故
之
を
錄
し
れ 

り
.。
祐
一
期
は
光
絡
"
一
十
九
年
よ
A

二
十
四
年
に
至
る 

政
府
獎
勵
時
湖
の
極
赚
時
代
に
し
て
、
第
ニ
湖
は
民
國 

T
1

年
よ6

E
L

年

に

至

る

自

励

，發

展

時

湖

の

初

碰

時

代

な 

b
タ
潜1!

湖
は
自
動
發
風
時
.期
の
極
®
晰
代
ビ
す
。：：而 

も
て
第
二 ：一

期

に

於

け

，
る

每

年
.平

均

の

公

司

數

'は
第
一

一
期 

の
三
化
に
し
て
、
第
二
如
も
亦
辦
一
湖
に
倍
せ
ゎ
。
其 

咐
加
の
速
か
な
る
見
る
可
し
。
ね

各

廠

の

平
 

均
資
本
は
反

て

筋

1

期
を
以
て
最
大V

爲
す
。
是
れ
漢 

冶
萍
公
司(

鐵
ェ
の
中
に
あ
レ)

の
資
本
は11

千
腐
元
に

し
.て
平
お
數
を
レ
て
高
き
を
加
へ
し
む
る
に
.足
れ
‘る 

に
依
る
ビ
雖
も

、
然
か
-
此̂
數
を
去
る
も
、
仍
は
他
の 

時
期
に
此
較
し
て
多
き
を
爲
ず
な
み
。

(

約
ニ4

-

五
萬 

元)

三
期
中
繼
續
し
て
發
展
せ
る
工
業
に
：五
あ
り
。
而
し 

て
其
速
度
は
各
ぶ
同
じ
か
ら
ず
，
兹
第
四
表
に
分
述 

し
た
ク
。
生
絲
妹
織
、
電
業
、

マ
ッ
チ
のm

業
の
資
本 

は
、
三
®
を
通
じ
て
見
る
に
、
第1

期
に
狂
ひ
て
最
も 

大
な
b
-。
大
低
は
官
商
合
辨
な
る
が
故
に
資
本
雄
厚
た 

る
な
り
。
又
第
二
第
三
の
雨
期
に
於
て
は
、
工
廠
數
增 

し
た
りVJ

雖
も
、
資
本
は
反
て
減
少
せ
り
。
易
言
す
れ 

ぱ
即
も
小
工
廠
多
き
を
增
し
。れ
る
な
ら
。
棉
業
の
進
涉 

は
最
も
速
に
し
て
、
資
本
も
亦
増
加
甚
だ
多
し
。
麵
粉 

之
に
次
ぐ
。
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司
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五
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六
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>
ム
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セ
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1
0

工
廠S

容
の
比
較
.

.

.

H

廠
の
W
容
に
關
ホ
る
統
部
は
た>

1
^

商
統
計
の
中 

じ
の
み
見
る
を
得
可
レ
.。‘，然
れ；V>

も
元
年
以
前
、
五
年 

以
後
は
督
得
可
ら
す
。
政
府
も
®
會
もm

に
工
業
を
提 

唱

：す

る

を

言

ひ

：
て

,
.而
か
も
此S

に
注
意
せ
す
、
其
效 

知
る
可
き
の
み
。
左
に
獨
ぐ
る
筋
五
表
は
全
®
工
業
® 

力
の
情
形
を
示
め
す
も
の
な
.
。̂

五

ボ

度

の

調

木

：
^
全

か 

ら
ざ
る
が
故
に
、
全
闕
を
代
获
す
る
能
は
ず
V
大
槪
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し
て
之
を
日
へ
ぱ
> §

力
を
用
ゅ
る
エ
廠
の
數
は
逐
ザ 

增
加
し
、
動
力
を
用
ひ
ざ
る
エ
厥
の
數
は
梢
減
.
®だ
，⑧ 

な
し
。
而
し
て
註
卿
し
た
る
ェ
繊
は
昔
動
力
，を
用
ゆ
る

银

公

司
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均

資

ホ

1
七
六
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五0
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元

d
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六
八
d
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o
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十
八
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の
に
M
す
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蓋
し
資
本
比
較
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に
多
け
れ
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な
ら
Q
 

動
力
機
關VJ

馬
力
數
も
亦
逐
ギ
增
加
す
。
然
れ
ど
も
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を
他
國
に
較
ぶ
る
に
尙
ほ
越
ば
ざ
る
こ
ビ
®
だ
遠
く
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¥
1
^

の
，機

關

總

數
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千

零
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ニ

十
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し
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總
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、
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國
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力
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工

廠

め

資

本

は

米

國
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俯
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®
の
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に

及

ば

ず

ご

。

比
一
言
實
晴
す
る
に
易
か
じ

ず
--

.か

、
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統
計
尙
ほ
得
可
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
たい

；；

力
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以
て
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を
言
へ
ぱ
"
米
國
の1

ナ

ィ

ア

ガ

ラ

激

布

が

現

：
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^
*
旣
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用
ゆ
る
瑪
カ
數
は
二
十
八
萬
左
右
に
在
6
て
、
全
支
那

支
那H

業
の
吼
狀II

就
て

第
二一.
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⑩
カ
不
川

合

機 機
r— N r * ^

m
カ 數
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四
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玉
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I i
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ニ
七
セ
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冗
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四
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!

六
、
四
六
七 

1

六
、
九
五
九 

六
四
ニ 

A
ぉ
、
七SI

五

ニ一
!

八

1

七
、
ニ
六
九

1

、
o
七 0

 

六
、
八
ニ

1

七

,

下
記
第
六
表
は
各
道
の
®
力
狀
況
及
職
：

H

数
.
示̂
め
，
 

す
も
の
な
り
。
動
力
を
用
ひ
さ
るH

廠
は
浙
江
堪
を
以 

て
部一>

し
直
織
"四
川
、
江
聊
之
に
次
ぐ
。
平
工
業
發
.
 

達S
M

な
れ
ぱ
な
6
。
動
力
を
用
；ゆ
る

エ
厥
は
江
蘇
霉 

第

1.

に

し

て

、
山
：束

、
廣

^
之̂
に
次
ぐ
。
機
械
工
業
發
逮 

あ
E
な
れ
ぱ
な
り
？
職
工
の
數
は
.江
蘇
播
最
も
多
く
、

.
 

浙
江
、廣
東
之
に
次
ぎ
、
支
那
の
エ
業
最
碰
の
省
を
爲
せ

I

t

第
八
表
は
各
填
工
廠(

註
®)

の
比
粒
を
示
め
す
も 

の
に
し
て
之
に
依
れ
ば
、
江
蘇
嬉
は
職Vj

各
K
に

於

て
 

皆
多
數
を
占

め

、直
織
"
浙
江
、廣
東
之
に
次

ぎ

ね

，

表
末
に
附
し
た
る
資
本
の
比
較
は
仍
ほ
遠
東
時
報
の
エ 

業
公
司
增
刊
ょ
&
分
類
計
算
し
て
之
を
得
た
ら
。
恐
ら 

く

は

原

書

の

記

栽

ヒ

必

す

し

も

盡

く

合

せ

す

，。

鎮

七

表 

は
即
ち
註
.
®公
司
の
總
數
を
示
め
し
た
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大
體
に
於

!

、'翁 >-
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卿
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司
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®
如
ぐ
其
れ
密
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な
レ
。
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